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震災復興支援　  　　　　    194,697人

フェリシモの森基金              85,292人

活動サマリー

基金活動へのこれまでの参加人数230万人

基金総額30億円

誰もがしあわせの創り手となり、贈り手となれる、誰もがしあわせを受け取る人になれる。

そんな社会を目指し、お客さまが普段のお買い物で楽しく参加できる取り組みをそろえています。

人・自然・動物にまつわる80以上の取り組み

34年の歴史

※各人数は基金、基金付き商品、フェリシモメリー

のユニーク会員を商品単位でカウントしています

※2024年2月時点

（阪神淡路大震災、東日本大震災など、国内の震災対策の合算）

— さまざまな取り組みに生活者が参加 —

フェリシモ地球村の基金　　 53,517人

フェリシモわんにゃん基金   25,359人
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参加者が集まり継続支援ができる理由

①充実した基金付商品ラインナップ……ライフスタイルにあわせたお買い物で参加が可能

②定期便システム……お客さまと支援先をつなぎ、支援状況が見えるマンスリーコミュニケーション

③商品企画……コンフォータブル＆ファッショナブル×サステナブルの両立は商品にとどまらず梱包

資材やカタログ制作にも

（100円基金のみの算出）



最近のトピックス

オールライト研究所が、経済産業省が行う

「オレンジイノベーション・プロジェクト」に参画

【フェリシモ】2023年12月20日公表

オールライト研究所は、「そのままでたのしい、そのままがたのしい暮らし」を

一緒に作り出すプロジェクトです。「裏表のない世界」がコンセプトの、年齢や

性別、文化、身体状況などにかかわらず、誰もが衣服を通して個性を楽しむこ

とができるユニバーサルデザインを実現しているアイテムは、2023年グッドデ

ザイン賞を受賞しました。そして新たに認知症の当事者と取り組む「オレンジイ

ノベーション・プロジェクト」の実践企業として、経済産業省からオールライト研

究所の参画が公表されました。プロジェクトに参加し、当事者へのインタビュー

を行って、商品開発や商品へのフィードバックを検討していきます。

経済産業省「オレンジイノベーション・プロジェクト」
オレンジイノベーション・プロジェクトは、認知症になっても自分らしく暮らし続けられる「共生」社会の実現を目指し、認知症の人が主体的に企業や社会等

と関わり、認知症当事者の真のニーズをとらえた製品・サービスの開発を行う「当事者参画型開発」の普及と、その持続的な仕組みの実現に向けた取組

を推進しています。

2023年グッドデザイン賞の受賞に続く展開

動物を身近に感じるグッズのお買い物を通じて

気軽に野生動物の保護活動

【フェリシモ】2023年11月19日公開

旭山動物園(北海道旭川市)とのコラボレーションで、動物たちをモチーフに

したファッション、雑貨、手づくりキットなどのオリジナル商品19点を公開しま

した。すべての商品には、100円の「旭山動物園とボルネオの森恩返し基

金」がついています。マレーシアのボルネオ島では、お菓子や洗剤、化粧品

などに使われるパーム油の生産のために森林伐採が進み、そこに暮らす

動物たちが絶滅に瀕しています。基金は、旭山動物園の運営支援ととも

に、ボルネオの森の野生動物の保全活動に活用されます。すずめのポー

チ、ペンギンのヒナみたいになれる子ども服など、暮らしの中で動物たちを

身近に感じるグッズのお買い物を通じて、気軽に野生動物の保護活動に参

加できます。

旭山動物園との共同プロジェクト
多種多様な動植物を育むマレーシア・ボルネオ島の熱帯雨林は、アブラヤシプランテーションの開発によって過去 50年間にわたって膨大な面積が失わ

れました。「旭山動物園とボルネオの森恩返し基金」は、住処を失ってしまった野生動物の保護・保全活動や人材育成に取り組む活動費用として活用さ

れます。また旭山動物園の施設整備のための「あさひやまもっと夢基金」にも拠出をし、 2つの取り組みを支援します。

旭山動物園×フェリシモ　基金付き応援グッズを発売
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取り組みインデックス

私たちは想いをともにする人々と「ともにしあわせになるしあわせ」を共創することを通じてしあわせ社会の実現を目指していま

す。人、自然、動物のこと。事業活動に加えて、基金や環境への取り組みなど、お客さまや社員一人ひとりの思いを大切に、いろ

いろな課題に向き合う持続可能な活動を継続してきました。

人

自然

動物

1990 2000 2010 2020
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★…フェリシモのお買い物で貯まるメリーポイントのプログラムのひとつとして展開

※抜粋版



国内外2,871万本を植樹　参加者400万人

活動紹介

フェリシモの森プロジェクト　（1990～）

未来の世代に緑あふれる地球を贈りたい。そんな想いから始まったひと口

100円の「フェリシモの森基金」。1990年、「環境問題」という言葉がようやく浸

透しかけていた時期※に発足し、国内外43ヵ所約2,871万本の植林と森づくり

を実現してきました。

インドでは人的伐採によって荒廃した森を植林により復活させ、2006年には、

森に象の群れが戻り、マンゴーの収穫が始まり、農家が収入を得られるように

なりました。植林を初めてから約20年で、村には森を中心としたコミュニティと

仕事が生まれ、生命・生活・生業が循環する社会ができあがりつつあります。

環境問題だけにとどまらず、地域の自立や産業としての地域発展につながる

ことまで見据えて活動しています。

※1992年リオデジャネイロで「国連環境開発会議（地球サミット）」開催、1997
年に「京都議定書」が採択

トピックス 
神戸市と連携して「神戸市障がい者手帳カバー」
の新デザインを制作。ミッフィーとダーンの 2色展
開のデザインやチャレンジドアーティストの作品を
採用したポップなユニカラート柄から選べます。周
囲の理解を深めるとともに、明るく前向きな気持
ちで持ち歩けるように、というメッセージが込めら
れています。

自然・環境 植林

ダイバーシティ＆インクルージョン 障がい者支援

https://forest.felissimo.co.jp/onecoinact/

120以上の福祉事業所と300種類以上商品化

CCP　シーシーピー　（2003～）

障がいのある人たちの個性や能力を活かすことですべての人がお互いのち

がいを認め合ってつながり、ともに成長していく社会をめざすプロジェクト。こ

れまで、全国120以上の福祉事業所や、NPO・企業・クリエイターなど多数の

パートナーと一緒に、300種類以上を商品化してきました。2016年に設立した

「チャレンジド応援基金」には多くの方がCCP商品のお買いもので参加してく

ださり、1,886,354円（2024年2月現在）の基金が集まりました。基金は地域の

福祉事業所の支援活動に拠出しています。CCPに共感してくれるたくさんの

人たちとの出会いから、チャレンジドの創造的な可能性をアートの形で社会に

発信するファッション雑貨ブランド「ユニカラート」、キャラクターと一緒にこころ

のボーダーをなくす「ブルーナ バリアフリープロジェクト」、発達障がいのある

方の暮らしの困りごとを解決する「スペシャルニーズサポート」のプロジェクトも

生まれています。

https://www.felissimo.co.jp/company/
contents/category/sustainability/ccp/

トピックス
1993年から続くインド緑化プロジェクトの支援。

2021年度は年間422,725本のマングローブ植樹

と延べ1,872名の雇用を創出しました。
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累計基金額¥460,041,900

活動紹介

もっとずっときっと基金（2011～）

フェリシモは阪神淡路大震災を起点に災害支援に取り組み続けています。国

内の自然災害を受けた地域の復興をみなさまと一緒に応援していくことと同時

に、防災・減災・縮災活動にも活用しています。「もっとずっときっと基金」は東

日本大震災発生以来、月1口¥100からの復興支援を10年間継続しました。女

性による東北の産業復興を支援する「とうほくIPPOプロジェクト」をはじめ、東

北地域の復興を支援するさまざまなプロジェクトに活用しました。2024年1月
現在の参加口数は15,038口と発表しています。現在では支援の対象を東北

から全国に拡大して、震災やさまざまま災害からの復興にすみやかに対応す

るとともに、防災・減災などの取り組みも推進しています。

トピックス

2023年の猫の日（ 2月22日）には阪急電鉄 ×猫部

の猫の日コラボグッズが今年も登場！阪急沿線

の風景を3匹の猫が旅する美しいイラストを、日本

画家久保智昭さんが描き下ろしました。

災害支援 東北支援

動物保護

https://www.felissimo.co.jp/company/contents/
category/sustainability/motzutkit/page/4

総額６億円以上を動物保護に活用

わんにゃん支援活動（2011～）

基金付き商品、月100円寄付をしていただく「フェリシモわんにゃん基金」、メ

リーポイントによる支援、その他の取り組みでいただいた、動物愛護に関する

すべての基金を総称して「わんにゃん支援関連基金」とし、総額6億円以上の

基金が動物保護活動の支援に活用されています。「行き場を失ってしまった猫

や犬たちを救い、さつ処分をなくしたい」というお客さまの声から生まれたわん

にゃん支援活動。猫と人がともにしあわせに暮らせる社会を目指す猫部によ

る基金付き商品の販売や毎月1口100円の「わんにゃん基金」などでお客さま

からお預かりした基金を保護活動や里親探し、猫の過剰繁殖防止活動、さら

に災害時の動物保護活動にも役立てています。2022年度は66団体の動物保

護活動に拠出されています。

https://www.nekobu.com/merry/

トピックス
「とうほく IPPOプロジェクト」は 10期まで実施し 180
件の活動を支援。 2022年以降支援の対象を拡大

し助成事業を募り「福祉避難所マニュアル作成研

修会」がスタート。高齢の方や障がいがある方の

命を守る避難所運営を支援しています。

6



山﨑 友里子

30代 /
オーガニックコットン歴16年　

ご取材いただけるポイント

・現地とのオンライン会議の様子

推し社員図鑑 各分野でトガったフェリシモ社員をご紹介
コメンテーターのご依頼も承っています

オーガニックコットン フェアトレード

職位・経歴 ファッション事業部　リブ イン コンフォートグループ 

専門分野
シューズフィッターの資格を持ち、販売累計 140,000足突破※の「フ
ラットシューティ―」を企画。※2023年12月末時点

推薦コメント
着心地の良さと高いファッション性、そしてリーズナブルなオーガ
ニックコットンのファッションアイテム作りに 10年間以上従事。

備考
閑散期の刺しゅう指導「stitch by stitch project」も実を結び、リブ イ
ン コンフォートの夏の新作には彼女たちの作品をあしらった　Tシャ
ツが新登場。

いちばん大切なのは「続けること」

インドのオーガニックコットンを使用した商品1枚につき100円の基金を付けて

販売し、栽培農家を支援する「リブ ラブ コットン プロジェクト」。累計基金額は

2023年9月時点で22,508,460円に増加するなど着実に支援の輪を広げてい

る。

—— プロジェクト開始当初はコスト面や生活者への理解浸透に苦戦

山崎：実際に綿花を栽培している土壌、ひいては地球や生産者にやさしい

オーガニックコットン。買い手にとってのメリットが見えづらく、コスト面との兼ね

合いに苦労したことも。それでもオーガニックコットン栽培により生産者の健康

被害が減ったり、やせた土地に緑が戻ってきたり、集まった基金で現地に学校

が建って子どもたちが通えるようになったり……ということを支援先から直接

聞き、自分ごとのように感じているので、大変でもやめてはならぬ……という

気持ちです。オーガニック農法への転換は3年かかりますし、続けないと意味

がないのです。

——支援地域の女性たちへ、閑散期の収入源となる刺しゅう技術のレク

チャーも実施

山崎： 7年前から現地女性の収入向上のために「stitch by stitch project」とい

う閑散期の刺しゅう指導を開始しました。商品化にあたっては、毎回おおよそ

20名ほど、10代～30歳ぐらいまでの女性たちが2,000～3,000枚を半年ほど

かけて仕上げてくれています。日本から送ったパーツが半年経っても届かな

かったり、お願いしていた色と微妙に違って仕上がってきたり、納期への意識

がうまく伝わらなかったりと苦労も多々ありました。ただ刺しゅうには危ない作

業が発生しませんし、手に職がつけられたことでメンタル的に自信を付けられ

たという声を聞いて手ごたえを感じています。

——支援先と繋がりながら、必要な支援をヒアリング

山崎： インドの女性たちとオンラインでつながって直接お話して、彼女たちのこ

とをより身近に感じています。この1年は新型コロナウィルス対策やジェンダー

研修も実施しました。オーガニックコットンの栽培支援にとどまらず、村に対し

てどういった支援を行っていくのか、時間をかけて計画しています。できるだけ

顔の見える支援にして、思いを寄せてくださるみなさまに愛着を持っていただ

けるようこれからも活動していきます。
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・企画会議、サンプルチェックなどの
裏側潜入

フェアトレードフェアトレードフェアトレードフェアトレードフェアトレードオーガニックコットン ファッションレボリューション



山根 雄作 
40代 /日本製の整体師

ご取材いただけるポイント

・日本各地に赴き、職人と打ち合わせしていると
ころ

推し社員図鑑 各分野でトガったフェリシモ社員をご紹介
コメンテーターのご依頼も承っています

伝統産業

職位・経歴
生活雑貨事業部　生活雑貨４グループ

職人クラスターチーム　リーダー

専門分野
アートディレクターやプランナーなど様々な顔を持ち、過 去にはシ
リーズ累計280万個以上の販売実績を持つ服型ペットボトルホル
ダー「ミュニデ®」を手掛けた

推薦コメント
未来に残すべきモノづくりを応援する「日本職人プロジェクト」に
19年携わり、職人の方々が前向きに取り組めるモノづくりの場
を提供

備考 10年前より絵画を学び、個展開催など活動の場を広げている

日本の職人とともに、立ち話から新しい“日本製”をつくる。
大量生産の商品があふれる時代に逆行し、職人とともに誰かの想いや憧れが

しみ込んだ「物語」をかたちにしている「日本職人プロジェクト」。そのストーリー

に多くの人が共感し、年4回の新作発表のたびに予定数量を大幅に超える受

注を受ける。

——「日本のものづくりはこれからどうなっていくんだろう？」という疑問か

ら企画がスタートして 18年
山根： 入社してから3～4年の頃、アジアの工場に依頼して大量生産するのが

あたりまえのビジネスモデルを目の当たりにし、「日本のものづくりはこれから

どうなっていくんだろう？」という疑問がわいてきたんです。鞄の産地である兵

庫県豊岡市の工場で話を聞くと、職人さんの仕事は海外で作られた縫製品の

最終仕上げなどがメインとなっていて満足している感じがしなくて。そこから自

分がずっと大切にできるもので、数万円出しても買いたいと思えるものを日本

製で作ろうと企画をスタートさせました。

——誰かのものへの想い入れや記憶をかたちに

山根：“人となり”が“ものとなり”になっているんだなと感じられるモノは多くの共

感と反響を呼びます。たとえば販売開始後すぐに完売してしまった「小田原の

ガラス職人が作ったオーロラが溶け込んだ宙吹きグラス」は、「いつかガラス

職人だけで食べていきたい」という想いを持ち続けた職人さんがトラックの運

転手をしながら軌道に乗るまでのエピソードに我々もグッときて。お客さまにも

「物語」の断片をできるだけ多く共有するために、あえてたくさんの情報に触れ

ていただけるようにしています。職人さんのところへ行く道中でなにを食べた、

一度企画がストップしたけどまた始まったなど、企画の界隈にあるあれこれを

見せることで、本当の「物語」を伝えたいという気持ちがあります。

——大量生産とは逆行するような新しい価値をつくっていくこと

山根：“伝統を受け継ぐ”とか”高品質を維持する“というこだわりだけが日本製

ではなく、誰かのリアルな想いや憧れを職人さんのモノづくりの起点にしてい

ただくことが私のチャレンジです。そこまで持っていくのは大変だけど、数年か

けてやっと完成した商品がヒットすると職人さんも「このやり方でいいんだ！」と

納得して、次はもっとモチベーション高く商品がつくれるようになる。これからも

そうやってものづくりを行う人たちとたくさん出会い、「物語」のあるものをつくり

続けていきたいです。
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・企画会議、サンプルチェックなどの裏側潜入
・企画会議、サンプルチェックなどの裏側
・カタログ撮影の様子

クールジャパン

プロジェクトの原点となった山根の父の物語を形にしたダ

レスバッグ（上）と溜塗（ためぬり）の文字盤が美しい時計

（下）



小木 のり子 
30代 /猫部部長　

ご取材いただけるポイント

・商品企画の裏側潜入

推し社員図鑑 各分野でトガったフェリシモ社員をご紹介
コメンテーターのご依頼も承っています

動物保護

職位・経歴
生活雑貨事業部　生活雑貨２グループ

猫部チームチーム　リーダー

専門分野 猫部、キャラクターチームの商品企画

推薦コメント

社内の猫好き6人が集まって2010年に結成したフェリシモ「猫部
TM」。これまでの動物保護に関する基金拠出総額は　6億円以上※

に及ぶ。※2003年6月～2023年2月　複数の基金による合算

備考

猫の殺処分数は2015年～2023年で67,000頭から11,906頭へと
大幅に減少※。2022年より「AIM医学研究支援基金」をスタートし、
猫の腎臓病治療への研究も支援
※環境省統計資料「犬・猫の引取り及び負傷動物等の収容並びに処分の状況（対象期間：令和4年4月1日～
令和5年3月31日）」より

お買い物で楽しく「猫助け」！

「猫と人がともにしあわせに暮らせる社会をつくる」をミッションに、2010年から

活動している猫部。社内外の猫好きさんとともに商品開発を行い、発足以降、

数々のヒット商品を生み出し続けている。

—— 隣の席の同僚に意見を聞くくらいの感覚で、お客さまに聞いてみる

というのが猫部の文化

小木： 商品開発の際は猫好きで猫思いのお客さまのリアルな声を聞くというス

タンスをとり続けています。SNSなどを通して「どちらの色がかわいい？」とい

うライトなことから、商品仕様などの込み入ったことまで問いかけています。猫

の魅力をお客さまに問いかけて出てきた「もふもふ感」や「プニプニ感」という

キーワードから「もふもふ猫足ルームソックス」や「プニプニ肉球の香り ハンド

クリーム」が生まれました。

—— 私たちができることとして、基金付きの猫グッズを販売

小木： 創部当初、年間約20万匹の犬猫がさつ処分されていることに部員たち

は心を痛めていて「動物がさつ処分される状況を企業としてなんとかしたい」と

いう思いから活動を続けてきました。そこで、猫部で販売している商品には全

て基金を付けて、上代の約3％（商品によって異なる）が動物愛護の支援活動

に拠出される仕組みになっています。

——さつ処分がゼロになるその日まで活動を続けていく

小木：お預かりした基金は、全国の約66※の動物愛護団体へ拠出しています。

寄付金の使い道は主に４つ。飼い主のいない動物の保護と里親探し、保護し

た動物のフード代や医療費、野良猫のTNR活動、そして災害時の動物の救護

活動です。基金による団体支援に加えて2019年からは、地域猫活動のことを

より知っていただくため「猫の日チャリティーTシャツ」の販売も実施。毎年猫好

きの著名な方々にご協力いただいて、耳先をVカットした地域猫をテーマにし

たデザインのTシャツが生み出されています。NPO、企業、行政と獣医師会が

一体となって地域猫の課題解決に取り組む「神戸市人と猫との共生推進協議

会」のメンバーとしても活動しており、さつ処分される猫がゼロになるその日ま

で、猫好きのみなさまとともに続けていきたいと思っています。
※2023年現在
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▲毎週水曜日13:00～14:00に企画会議を実施。間もな
く2023年猫の日（2月22日）企画がキックオフする

・オフィスでの譲渡会開催風景

▲2012年9月より、オフィスでの譲渡会を地元の保護団
体と共同で開催。2021年8月までで567匹の猫がマッチ
ングした実績がある。今後はコロナ前以上の毎月へと開
催頻度を上げることを検討中。企業のオフィスの貸し出
しは珍しいという。

▶推し社員たちのさまざまな活動をウェブで公開中

https://www.felissimo.co.jp/company/contents/category/sustainability/with/



宇野 加恵 
40代 /小鳥部部長（文鳥担当）

ご取材いただけるポイント

・商品企画会議に潜入

・SNSでフォロワーの小鳥好きさんに新商品
の仕様についてアンケートを実施している様
子

・小鳥基金の支援先であるTSUBASAさまへ
の現状ヒアリング（オンライン）

推し社員図鑑 各分野でトガったフェリシモ社員をご紹介
コメンテーターのご依頼も承っています

職位・経歴 総務部　人事政策グループ　労務チーム　リーダー

専門分野
育休後アドバイザーの資格を持ち、女性社員が多いフェリシモで毎
年多くのプレママや復職ママへのサポートを行う

推薦コメント

犬や猫より少数派である小鳥好きさんのための部活を設立。社会

のニーズを汲み取り、新たな価値を創出した。小鳥部SNSの総フォ

ロワー数は1万人を超える

備考
「認定NPO法人TSUBASA」さまを支援し、2021年度には飼育環境
に恵まれない文鳥103羽の大規模レスキューや 30羽の里親譲渡
に基金が活用された

小鳥と飼い主がしあわせに暮らし続けるために

飼い主のいない小鳥の保護や里親探し活動を支援している「小鳥基金」。小

鳥好きさんのための商品を基金付きで販売し、小鳥が長くしあわせに暮らす

ための活動をサポートしている。

—— 少数派でも、小鳥好きさんたちの生活をもっと楽しく！

宇野：「小鳥基金」の母体となる「小鳥部」は、お客さまからいただいた「犬や猫

にまつわるグッズ、イベント、支援は世の中にたくさんあるけれど、小鳥には少

ないので、ぜひつくってほしい！」というお声からスタートしました。少数派でも

小鳥好きさんたちとともになにかできないかと、小鳥好きの社員たちが集まっ

て「小鳥部」が誕生。大人でも使いやすい小鳥グッズの展開や、社会の小鳥

好きさん同士がつながる場づくりを目指して活動をしています。

——  正しい知識を身につけて飼い鳥の命を守る

宇野：小鳥は実は長生きする生き物で、小さな文鳥でも10年、大きなオウムで

あれば50年以上生きることもあり、飼い主が先に亡くなってしまったり、仕事や

家庭の事情で飼えなくなってしまうなど、さまざまな理由から行き場を失ってし

まうことがあります。また、飼い鳥の鳴き声や噛みつきなどが原因で捨てられ

てしまったり、無責任な飼育によって増えすぎてしまったりすることも少なくあり

ません。そうなってしまう原因の一つが、飼い鳥に関する正しい知識が広まっ

ていないこと。これらの課題を解決する一助となるために、埼玉県にある小鳥

の保護施設「とり村」で、小鳥を保護して里親を探す活動や飼い鳥に関する情

報発信も積極的に行っている団体を支援しています。

——  小鳥好きさん向け商品で小さな命に寄り添う基金活動を実施

宇野：小鳥はただかわいいだけではなく命ある存在です。その命とちゃんと向

き合ってはじめて、小鳥と飼い主の間に愛情や信頼関係が育まれ、癒された

り元気をもらったりできるもの。小鳥はとっても愛らしくて、飼い主の元へ飛ん

で出迎えてくれたり、ときにはヤキモチを焼いたりすねたり。小鳥と飼い主の関

係ってお互いの日常をハッピーにしてくれる存在。今後も小鳥好きさん向けの

商品を企画して基金付きで販売し、 “小鳥との暮らしの豊かさ”を小鳥好きのお

客さまと共有しながら、小鳥が長くしあわせに生きられる社会づくりにも貢献し

ていきたいと思っています。
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▲ミーティングは不定期で、月に1回開催。毎回4名～5
名が参加している

写真

「YOU+MORE!×小鳥部　もっちりかわいい ふっくらイン

コ＆オウムクッションの会、¥3,071（税込み）、うち84円は

基金として運用」

動物保護



武智 直久 
50代 /しあわせ共創のボラ
ンチ役

ご取材いただけるポイント

・社外パートナーとの制作打ち合わせの様子

推し社員図鑑 各分野でトガったフェリシモ社員をご紹介
コメンテーターのご依頼も承っています

職位・経歴
未来価値開発室　リーダー

「みんなのBOSAIプロジェクトもしもしも」プロジェクトリーダー

専門分野
「iPS細胞研究支援」など、フェリシモのお買い物でたまるポイント「メ
リーポイント」を運用し、お客さまとともに実現する社会貢献活動を
多数手掛ける

推薦コメント
被災地支援に長年携わり、被災時のニーズに知見を持つ。東日本
大震災時には「東日本大震災メリーしあわせ基金」を担当。被災
者、特に子どもが笑顔になれる活動を支援した

備考
フェリシモのお客さまの防災意識を高め、いざという時に役立つた
めに、2015年に「スペースエマージェンシーキット」、2019年に「イメ
トレ防災セット」を手掛けた

みんなで支えて誰ひとり取り残さない防災を
「みんなのBOSAIプロジェクトもしもしも」は、定期便と基金の2つの備えを軸に

した、未来に向けた防災プロジェクト。1995年に起きた阪神・淡路大震災での

経験があったからこそ実現した、フェリシモらしい防災のあり方とは。

—— お客さまと思いを伝えあう関係性のなかで

武智：1995年の阪神・淡路大震災当時、入社2年目ほどだった私は、お客さま

が我々を含め被災者を親身になって心配してくださることや、お客さまの思い

に応えて懸命に復興を支援するフェリシモの姿に胸が熱くなったことを鮮明に

おぼえています。2011年に起きた東日本大震災でも、さまざまなプロジェクト

や基金を通して10年以上に渡り復興のお手伝いをしてきました。昨今各地で

発生する自然災害も目の当たりにし、この時代において「防災」は誰にとって

も必要なことであり、“誰か”のプロジェクトとしてではなく、みんなで今できるこ

とを考え、アップデートし、未来に引き継いでいきたいと「みんなのBOSAIプロ

ジェクトもしもしも」を立ち上げました。

——“防災備蓄の定期便 ”で日常的に災害への備えや防災について考

えるきっかけに

武智：プロジェクトは“私を守る”ための定期便と、“みんなで支える”ための「もし

もしも防災基金」という自助と互助からなる2つの備えを軸に展開しています。

10ヵ月にわたってお届けする定期便の第一弾は「もしもしもきほんのきセッ

ト」。災害が起きたとき、ライフラインの復旧や物資の到着にかかる3日間を生

き抜くためのセットで、食べやすい備蓄食品や普段使いできるサコッシュなど、

機能性と保管のしやすさや持ち出しやすさなどを両立させました。また、日頃

から防災意識を持つきっかけになればとの思いから、フェリシモ定期便を利用

されるお客さま全般へ、「もしもしも　 防災ガイド（台風・大雨編）」の配布なども

実施しています。

—— 多様なニーズに対応できる防災を目指して

武智：商品代金の一部は「もしもしも防災基金」として運用し「フェリシモ財団」

を通じてフェリシモの物流倉庫への備蓄、支援団体や自治体と連携して、もの

をお届けするためのネットワークづくりなどを積極的に行っているところです。

今後は、高齢者、障がいのある方、女性、妊娠中の方、子ども、ペットのため

の備えなど、さらにきめ細やかに対象を設定し、誰一人残さない防災を目指し

て進化していきます。
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▲防災アナウンサー奥村奈津美さんと協働制作の「もし
もしも防災ガイド」はフェリシモ定期便のお客さまに無料
配布している防災ガイド。大雨・台風編を2022年9月に
配布し、現在も続編となる「地震編」、「自宅最強編」の制
作打ち合わせを行っている最中

・異業種の方々との防災研究会開催
風景

防災

「みんなの防災 もしもしも きほんのきセット、¥2,857（税込み）、

うち26円は基金として運用」

NPOなどの支援団体や保険会社、不動産会社、配送会
社など、業種の垣根をこえて、それぞれの視点から防災
のために必要なことを話しあう会議を月に一度開催。毎
月プレ防災演習など異なるテーマを設定して取り組んで
いる



木野内 美里  50代 /
チョコレートバイヤー27年　

ご取材いただけるポイント

・臨床美術ワークショップの活動風景

推し社員図鑑 各分野でトガったフェリシモ社員をご紹介
コメンテーターのご依頼も承っています

アートセラピー

職位・経歴
創造価値継続事業・生活雑貨事業・文化事業推進の各部の商品企
画担当を兼任

専門分野
メイン業務はチョコレート企画を担当して 2024年で28年目を迎える
フェリシモのフードバイヤー

推薦コメント

約570ブランド・約 2800種類以上のチョコレートを輸入販売した実
績。日本に初上陸させたチョコレートは 310ブランド以上。著書・メ
ディア出演多数　※ 2024年2月現在

備考

臨床美術士の資格を生かしたアートワークショップを国内外で開催。
部活動として、社内外の部員と共にアート活動によって一人一人の
違いが美しく輝く未来社会を目指す。

アートを通じてみんなの生きやすさを応援する基金
東日本大震災をきっかけに設立された「てのひらを太陽に基金」。アートセラ

ピーの一種である「臨床美術」をベースとしたプログラムを通して、子どもたち

の夢や感性を育むことを目指します。

—— みんなで育む基金を目指して

木野内：基金のネーミングは、「アンパンマン」でおなじみのやなせたかし先生

が作詞を手掛けられた童謡「手のひらを太陽に」に由来します。やなせ先生と

フェリシモは、オリジナルキャラクターを用いた商品をつくってきたご縁もあり、

基金の名称に曲名を使わせていただけることになりました。東日本大震災が

発生したとき、私が持つ臨床美術士の資格を生かしたアートプログラムを子ど

もたちに提供することで、復興の力になれるのではとの思いから基金を設立し

ました。「手のひらを太陽に」は、多様性を尊重し、みんなのいのちを大事にし

ようという思いにあふれていますよね。この名称なら、誰もが自然と基金の趣

旨を理解でき、大事にしてくれるような気がしたんです。

——  大人も子どもも心を癒すひとときに

木野内：基金は、被災地での活動費や、関東の児童養護施設や、病院で行う

障がいのある方たちへのワークショップなどに活用しています。被災地にて学

童保育などを中心に実施したアートプログラムでは、子どもたちだけでなく指

導員の方たちにとっても、集中して絵を描くことで、一瞬でも被害の広がる景

色を忘れて、自分と向き合う癒しの時間になったようでした。また、同じ頃にリ

リースした基金つき商品「脳が目覚めるお絵かきプログラム」は、うまい・へた

は関係なく、誰でも気軽にアートでリフレッシュできるキットです。受講されたお

客さまから、「私もこれだったら自信を持って絵を描ける」などと、うれしいご報

告をいただくこともあります。

—— みんなちがって、みんないい！

木野内： アートって、人間に必要な要素なんですよ。以前、脳科学者の茂木

健一郎さんが「食事や睡眠と同じくらい、アートは人がしあわせを感じる要素で

す」と教えてくださって、私もすごく実感しています。年齢も立場も関係なく、ひ

とりの人間として輝けるのがアートです。“違い”って、本当は褒め言葉であっ

て、とても美しい言葉です。「自分はこのままでいいのだ」ともっとたくさんの方

に感じていただくために、これからも活動を続けていきます。
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▲企業や学校にて臨床美術士がワークショップを提供す
る「Rin-b!（リンビー）」の活動をしている。

・チョコ旅（海外出張）の様子

▲海外出張またはオンラインで、世界中の家族経営で
やっているようなローカルなチョコレートを、日本で販売
するための商談をまとめている。



橋本 和也   30代 /

DXマーケティングリーダー　

ご取材いただけるポイント

・しあわせな未来作りのための「フェリシモた
すけあい基金」呼び掛けの様子

推し社員図鑑 各分野でトガったフェリシモ社員をご紹介
コメンテーターのご依頼も承っています

こども支援

職位・経歴 定期便統括部　定期便MC部　リーダー

専門分野
2016年よりデータ分析部門のセンター長に就任。翌年から販
売企画部門の部門長も兼務し両部門の管理を担当。

推薦コメント

ファッション、生活雑貨、手 づくりなど年間数万点の商品を毎
月1回届ける「定期便」に関するマーケティング領域を担う。
定期便を通じて、お客さまとともにコロナ禍における社会課題
に取り組むべく、「フェリシモたすけあい基金」を立ち上げる。

今、支援を必要とする人のもとへお届けする基金
新型コロナウイルスの影響により課題を抱える人たちや、未来をつくる子ども

たちを支援する「フェリシモたすけあい基金」。誰もが当事者であるという視点

を持ってみんなでつくる、これまでにないかたちの基金。

—— 対話をしながらみんなでつくる基金

橋本：2020年2月ごろから新型コロナウイルスの感染が世界的に広まるなか、

誰もが恐れや不安を抱えながらも、「自分たちよりも大変な思いをされている

方たちの力になれないだろうか」「自分にできることはなんだろう」と、多くの人

が考えていました。そのような想いを重ねられる“場”として基金を設立できれ

ば、さまざまな支援を実現できるのではないかと思ったんです。この基金は、

アンケートを通じてお客さまとともに拠出先を考えるという点や、さまざまな団

体さまへ分散して拠出を行うという点で、これまでにない取り組みとなりまし

た。

——  埋もれた課題をお客さまに知っていただく機会に

橋本： 支援先さまと対話を重ね、基金の活用方法をともに考えてきました。主

な拠出先は、長期入院中の子どもたちに付き添うご家族のサポートを行って

いる「キープ・ママ・スマイリング」さんや、困難を抱える若者の相談窓口「ユメ

サキチャット」を運営する「D×P」さんがあります。支援が後回しになってしまい

がちな課題、子どもに携わる活動をされている団体さまへ優先的にお声がけ

しています。また、従来の基金よりも間口を広げたことで、これまでリーチでき

ていなかった課題に対しても、柔軟に支援できるようになりました。新型コロナ

ウイルスの感染拡大によって顕在化してきた、これまであまり知られていな

かった社会課題を多くの方に知って頂きたいです。

—— どこまでも当事者に寄り添う基金でありたい

橋本：視点を変えれば誰もが生活者であり、自分が明日、支援が必要という状

況に置かれてもおかしくありません。自分だったらどのような支援を求めるの

か、どのような取り組みであれば「助けて」と言いやすいのだろうかと考え続け

ています。また、今後は支援先さまとの出会いの機会や、ともにアクションして

くれるお客さまを増やして、必要とする方たちに迅速に支援をお届けできるよ

う基金の体制を強化していきながら、団体さまのはじめの一歩、二歩のところ

に寄り添える基金であり続けたいと思っています。
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▲カタログやWEBサイト、SNSなどを使用して寄付のご
協力を呼びかけている。

・オフィスでのデジタル＆販売リー
ダー風景

2021年に行った、「コロナ禍の小児病棟付き添いママを支援す

る『付き添い生活応援パック』

▲DXを駆使してフェリシモ事業を支えるリーダーとし
て販売活動をけん引している。



新川 智代     40代 /
お洋服の黒染め 先導者　　

ご取材いただけるポイント

・社外パートナーとの制作打ち合わせの様子

推し社員図鑑 各分野でトガったフェリシモ社員をご紹介
コメンテーターのご依頼も承っています

職位・経歴 ファッション事業部

専門分野
入社以来、ファッション一筋。キャリアを活かしながら部門をマネジメ
ントする。

推薦コメント
伝統技術により新たな価値を創造することで、伝統技術の送り手と
受け手の両方のメリットを実現しています。

備考
黒染めサービス「クロニクル」は、社内横断「 more felissimo」の活
動を通じてスタート

洋服を染め替えてサステナブルに服を楽しむ

「kuronicle（クロニクル）」は、手 持ちの洋 服を黒に染め替えることができる

サービス。衰退しゆく伝統産業“京黒紋付染め”を未来へ伝えつつ、今あるもの

を長く着るというサステナブルな取り組みでもある。

―個々の思いを未来へ紡ぎ、伝統産業も継承

新川：「Chronicle」と「黒」を掛け合わせた「クロニクル」は、ずっと大事にしてき

た洋服の歴史を未来に紡ぎ、大事な思い出を折り重ねていくという意味を込

めました。事業パートナーである大正4年創業の「京都紋付」さまは、紋付を黒

染めする伝統技術を守りながらも、未来へ残すために新しい事業をクリエー

ションし続けています。独自の「深黒（しんくろ）加工」は、深みのある「黒」を生

み出し、さらに撥水効果も備えます。

―“染め替える”アクションに対する認知を高めていきたい

新川：ファッション産業における環境負荷が問われる中、循環するものづくりや

サステナブルな行動を生活にどのように取り入れるのかは日々考えていま

す。もう着られないはずの服をアップデートできる“染め直し”というアイデアは、

ものはたくさん買うけれど捨てられないという方や、環境問題をはじめサステ

ナブルなアクションに興 味がある方に知っていただきたい取り組みです。ま

た、「クロニクル」発端の裏側には、伝統産業の衰退や事業継承の問題とい

う、文化的な課題も潜んでいます。

―お客さまのニーズを汲み取り、社会課題へアプローチ

新川：これまでのコミュニケーションから、フェリシモのお客さまはものを大事に

する意識が高く、お気に入りをいくつもコレクションされる傾向にあるという実

感があります。1枚の服を長く着るという環境への配慮をしつつ、「これ、かわ

いい」「もっと着たい！」という感情のニーズを満たすことも大事にしたいです

ね。個人的な思いを入り口にすることが、結果的にものを大事にするようにな

り、服の廃棄を減らすことにつながると思うんです。「社会課題を解決する！」

となると、テーマが重すぎるかもしれないけれど、楽しめることやおしゃれをし

ながら、循環する社会へ向かえる取り組みをこれからも仕掛けていきたいで

す。
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▲パートナーの株式会社京都紋付は大正４年の
創業以来、100年以上にわたって紋付の黒染めを
してきました。1970年代の最盛期にはおよそ120
社あった黒染めの会社も、今では3社のみです。
代表荒川徹さんと黒染め加工の取り入れ方や、染
め替え文化の今後についてなど語り合います。

キーワード

　黒染めできるのは天然繊維のみ。そのため、ステッチの縫製

糸は化学繊維のため染まらず、それがアクセントに。



参考資料： マンスリートピックス

すべての子どもが、健やかに育ち、安心して「子ども時代」を過ごせるように。子どもに関する国内外の様々な支援を

行っています。

◆ 関連する取り組み…おてらおやつクラブ支援、たすけあい基金、フェリシモ ハッピートイズプロジェクト、こどもフェ

リシモほか

＜現場レポート＞

2023年8月に山火事が発生したハワイ・マウイ島のこどもたちへ、同年12月に300体のハッピートイズを寄贈しまし

た。受け取ってくれたこどもたちとそのご家族の方たちはもちろん、寄贈した団体さま、またラッピングしてくれたマウイ

のボランティアの方々までも、ハッピートイズから溢れ出る愛のエネルギーを感じ、そのコンセプトに感動し、優しい想

いと愛に元気をいただきました。/Pray for maui from Japan

5月　子どもの日（5日）

フェリシモは経営理念である「しあわせ社会学の確立と実践」の一環として、従業員のワークライフバランスについて

配慮がなされています。誰もが働きやすい会社を目指し、産休取得後の復職率と男女育児休業率はほぼ100％、年

齢問わず、女性の偶数年齢の乳がん検診も会社が負担しています。

◆ 関連する取り組み…ピンクリボン基金

3月　国際女性デー（8日）

チョコレートの裏側に隠れた「社会問題」。原料となるカカオを生産する途上国

での深刻な児童労働の削減に取り組んでいます。これまでガーナでは595人
以上の子どもを児童労働から救い、子どもの教育を支援してきました。

◆ 関連する取り組み…LOVE&THANKS基金

＜現場レポート＞

ガーナにおいても、コロナ禍における影響は甚大でカカオ農家や子どもたちの

生活に大きな影響を与えています。青空市場への人流が大幅に制限される

と、多くの農家は現金を獲得する手段を失い、経済的に困窮した家庭では子

どもたちが児童労働に戻ってしまう事態も……／認定ＮＰＯ法人 ACE

2月　バレンタインデー（14日）
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日本では1年間に約29億着の衣服が供給され実に半分の約15億着が売れ残っているといわれています。売れ残っ

た服は「ブランド価値を保つために廃棄処分になる」というのです。

フェリシモは商品サービスにとどまらず、毎月お客さまにお届けするカタログでサステナブルなライフスタイルを提案。

生地や黒染めのファッションアイテムを企画したりと、社員ひとりひとりの想いから取り組みを実現しています。 

11月　ブラックフライデー

毎年のように起きる「史上最大級」の自然災害。災害を受けた地域の復興支援と普段からの防災啓蒙をどちらも行っ

ています。

◆ 関連する取り組み…もしもしも防災プロジェクト、もっとずっときっと基金など

9月　台風と防災の日（1日）

「障がい者週間」は、国民の間に広く福祉についての関心と理解を深めるとともに、障が

い者があらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として設定さ

れました。毎年１２月３日から９日までの１週間です。フェリシモでも障がいのある人たち

の個性や能力を活かすプロジェクトにて福祉事業所、クリエイターやメーカー、NPO、プ

ランナーなど、たくさんの人が関わるものづくりを通して、だれもがボーダーなくつながる

未来を目指しています。

◆ 関連する取り組み…C.C.P（チャレンジド・クリエイティブ・プロジェクト）

12月　障がい者週間

参考資料： マンスリートピックス

column フェリシモ広報担当者のイチオシプロジェクト

フェリシモは、「ハッピーキャップスチャリティープロジェク

ト」を2023年10月16日からスタートしました。515円の

「基金付きサンタBOX」を購入すると、350円は基金とし

て、海洋ゴミ問題の解決や、ウクライナの女性や子ども

への支援など9つの支援先に拠出され、購入者にも500
色の色えんぴつなど中身はワクワク・ドキドキお楽しみ

のサンタBOXが届く、購入者も支援先もともに嬉しい

チャリティープロジェクトです。1口515円（税込み）のうち

350円が、基金としてフェリシモ財団を通じて支援先に拠

出されます。購入者は、9つから支援先を選択できます。
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株式会社フェリシモ

・英語名

　　FELISSIMO CORPORATION

・創立

　　1965年5月

（現・株式会社フェリシモは2002年8月に分割設立）

・本社所在地

　　〒650-0041

　　神戸市中央区新港町7番1号 Stage Felissimo

・事業所

　　>> エスパスフェリシモ

　　〒654-0161

　　神戸市須磨区弥栄台2-7

　　>> 東京オフィス

　　〒150-0001

　　東京都渋谷区神宮前1-11-11

・代表者

　　代表取締役社長　矢崎和彦

・連結従業員数

　　連結従業員数　756名（2023年２月末現在）

・事業内容

　　ダイレクトマーケティング事業

・ウェブサイト

　　https://www.felissimo.co.jp/
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企業情報


